
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

●関連施策 

（家庭ごみ） ・18 年 10 月 家庭ごみ有料指定袋制導入 

       ・19 年 10 月 プラスチック製容器包装分別収集全市拡大 

（事業ごみ） ・20 年 4 月  業者収集ごみ搬入手数料引上げ（H26 年度までに段階的に引上げ） 

・21 年 10 月 告示産廃受入停止（石膏ボードなど） 

・22 年 6 月  業者収集ごみの透明袋による排出義務化 

       マンションごみの透明袋による排出義務化 
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京都市のごみ量（市受入量）の推移 
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この約４０年間で急激にごみ量が増加 
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